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あ
る
犯
罪
が
身
分
犯
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
身
分
な
き
者
に
つ
い
て
、
そ
の
特
別
構
成
要
件
の
実
現
が
、
絶
対
的
に
、
法
的
に
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
絶
対
的
・
法
的
不
可
能
性
は
、
と
り
わ
け
職
務
犯
罪
に
お
い
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
収
賄
罪

の
ば
あ
い
に
は
、
公
務
員
と
い
う
一
定
の
法
的
資
格
を
有
す
る
者
の
み
が
、
犯
罪
構
成
要
件
を
実
現
で
き
る
と
法
規
が
規
定
し
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
資
格
を
有
し
て
い
な
い
私
人
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
正
犯
と
し
て
収
賄
罪
を
犯
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
身
分
犯
を
、
コ
定
の
者
に
と
っ
て
、
正
犯
に
つ
い
て
の
絶
対
的
・
法
的
不
可
能
性
の
存
在
す
る
構
成
要
件
」
と
定
義
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
非
身
分
者
に
と
っ
て
の
構
成
要
件
実
現
の
絶
対
的
・
法
的
不
可
能
性
こ
そ
が
、
身
分
犯
を
特
色
づ
け
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
「
表
見
的
身
分
犯
」
と
は
、
非
身
分
者
が
直
接
に
行
為
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
絶
対
的
に
、
物
理
的
に
不

可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
構
成
要
件
で
あ
る
。
一
定
の
行
為
者
に
存
す
る
生
来
的
・
穿
体
的
不
可
能
性
が
、
直
接
の
構
成
要
件
実
現
を
絶
対
的
に

阻
止
す
る
機
能
を
果
た
し
、
し
か
も
こ
の
不
可
能
性
は
、
身
分
犯
の
よ
う
に
実
定
法
上
の
明
示
的
な
規
定
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
と
い
う
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

質
の
も
の
で
は
な
く
、
自
然
的
な
自
明
性
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
風
俗
犯
、
た
と
え
ば
強
姦
罪
に
お
い
て
、
そ
れ
を
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
強
姦
罪
の
直
接
正
犯
は
男
性
の
み
が
可
能
で
あ
り
、
女
性
は
そ
の
身
体
的
構
造
の
ゆ
え
に
、
直
接
正
犯
と
は
な
り
得
な
い
か
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説論

ら
で
あ
る
。

　
先
の
身
分
犯
の
定
義
内
容
か
ら
す
る
と
、
こ
の
種
の
犯
罪
は
純
粋
な
身
分
犯
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
ー
ダ
ー
に
倣
い
、
「
表
見
的
身
分
犯
」
（
幕
の
9
①
ぼ
σ
震
Φ
oり
o
注
R
8
爵
梓
o
）
と
呼
び
、
そ
の
性
質
な
ら
び
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

質
を
有
す
る
か
を
、
ス
イ
ス
刑
法
と
の
比
較
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
構
成
要
件
を
シ
ュ

い
か
な
る
犯
罪
が
こ
の
種
の
性

注
（
1
）432）））
○
の
霞
ω
。
ぎ
琶
g
凝
§
ω
9
聾
目
α
凝
酵
旨
Φ
げ
。
乙
8
ω
。
区
⑦
箒
豪
窪
号
の
o
。
。
雪
Φ
冨
駐
3
8
痒
凝
。
ω
昏
言
。
冨
堕
穿
ω
』
鼠
豊
6
轟

ω
●
8
。

ω
9
5
琶
①
H
博
騨
鉾
○
こ
ω
●
一
〇
一
。

ω
o
百
琶
①
き
騨
鉾
○
こ
ω
。
8
喜
●
O
。

本
稿
は
、
｝
橋
論
叢
第
九
八
巻
第
五
号
七
四
八
頁
以
下
に
執
筆
し
た
拙
稿
「
身
分
犯
概
念
に
つ
い
て
ー
表
見
的
身
分
犯
と
の
関
連
ー
」
の
続
稿
に

あ
た
る
。
そ
こ
で
考
察
し
た
身
分
犯
の
概
念
、
真
正
身
分
犯
と
不
真
正
身
分
犯
と
の
法
的
性
格
等
に
つ
い
て
は
、
重
複
を
避
け
る
た
め
に
本
稿
で
は
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
右
の
論
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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二
　
表
見
的
身
分
犯
の
特
質
は
、
〈
限
ら
れ
た
範
囲
の
者
の
み
が
直
接
正
犯
と
な
り
う
る
〉
と
い
う
点
に
あ
る
。
直
接
の
構
成
要
件
実
現
が
、
絶

対
的
に
限
ら
れ
た
行
為
者
に
の
み
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
種
の
構
成
要
件
は
、
真
正
身
分
犯
と
共
通
性
を
も
ち
、
そ
の
点
で
は
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

者
は
外
見
的
に
何
ら
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
表
見
的
身
分
犯
の
正
犯
が
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
コ
定
の
客
観
的
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

質
」
は
、
真
正
身
分
犯
の
ば
あ
い
と
は
異
な
っ
て
、
違
法
性
の
評
価
の
不
可
欠
な
前
提
条
件
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
真
正
身
分
犯
の
ば
あ
い



「表見的身分犯」小稿

に
は
、
そ
の
特
別
な
正
犯
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
（
身
分
）
の
欠
如
は
、
そ
の
法
的
性
格
の
帰
結
と
し
て
、
身
分
な
き
者
は
構
成
要
件
的
結
果
を
違

法
に
実
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
表
見
的
身
分
犯
の
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
特
別
な
正
犯
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
不
存

在
も
、
す
な
わ
ち
、
一
定
の
客
観
的
特
質
を
有
し
て
い
な
い
者
も
、
犯
罪
結
果
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

表
見
的
身
分
犯
の
正
犯
が
有
す
べ
き
客
観
的
特
質
と
は
、
メ
ツ
ガ
ー
の
い
う
「
結
果
に
結
び
つ
い
た
」
（
践
〇
一
α
q
ω
ひ
Q
①
げ
琶
8
器
H
）
性
質
の
も
の
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
メ
ツ
ガ
ー
は
、
非
身
分
者
の
正
犯
性
（
穿
霞
き
R
聾
R
ω
9
蹄
）
に
着
目
し
て
、
身
分
犯
を
「
固
有
の
、
あ
る
い
は
行

為
者
に
結
び
つ
い
て
い
る
身
分
犯
」
（
①
蒔
窪
島
9
①
o
R
聾
o
お
①
ぴ
巨
号
器
ω
o
民
R
鋒
聾
魯
象
）
と
「
固
有
で
な
い
、
あ
る
い
は
結
果
に
結
び
つ

い
て
い
る
身
分
犯
」
（
茸
①
蒔
窪
島
9
①
鼠
①
臥
o
暫
鴨
げ
琶
O
①
器
ω
o
注
R
弩
聾
霧
9
〉
と
に
区
別
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
前
者
は
、
行
為
者

の
特
別
な
資
格
が
法
文
上
明
示
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
正
犯
と
し
て
の
可
能
性
が
人
と
密
接
に
結
合
し
て
い
る
身
分
犯
で
あ
り
、
他
方
後
者
は
、

行
為
主
体
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他
の
一
般
的
な
身
分
犯
と
共
通
性
を
有
す
る
が
、
と
り
わ
け
結
果
の
阻
止
（
9
①
＜
毘
旨
ユ
R
－

巨
α
Q
8
ω
国
誉
転
）
を
法
規
が
重
視
し
て
い
る
身
分
犯
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
固
有
の
、
あ
る
い
は
行
為
者
に
結
び
つ
い
て
い
る
身
分

犯
」
は
、
「
ど
の
よ
う
な
正
犯
形
式
（
単
独
正
犯
・
間
接
正
犯
・
共
同
正
犯
）
に
お
い
て
も
非
身
分
者
に
よ
っ
て
は
実
現
さ
れ
え
な
い
」
が
、

そ
れ
に
反
し
て
「
固
有
で
な
い
、
あ
る
い
は
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
身
分
犯
」
の
ば
あ
い
に
は
、
「
非
身
分
者
は
単
独
正
犯
と
し
て
は
行
為

し
え
な
い
が
、
間
接
正
犯
な
ら
び
に
共
同
正
犯
と
し
て
は
行
為
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
ば
あ
い
の
法
規
の
意
味
が
、
特
別
な
身
分
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

者
に
よ
る
構
成
要
件
の
実
現
と
結
び
つ
い
て
は
い
て
も
、
と
り
わ
け
結
果
の
阻
止
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　
さ
て
、
右
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
の
表
見
的
身
分
犯
は
、
独
自
の
い
か
な
る
法
的
性
格
も
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

が
た
め
に
真
正
身
分
犯
と
は
厳
密
に
区
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
絶
対
的
に
、
限
ら
れ
た
か
つ
際
立
っ
た
」
行
為
者
の
み
が
、
直
接
構
成
要
件

を
実
現
で
き
る
と
い
う
点
で
の
み
表
見
的
身
分
犯
と
真
正
身
分
犯
と
は
共
通
性
を
も
つ
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
表
見
的
身
分
犯
は
逸
常
犯
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
同
置
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
手
的
正
犯
（
①
督
嘗
9
9
鴨
↓
警
R
ω
9
聾
）
に
不
適
格
な
者
も
、
適
格
な
行
為
者
と
共
働
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
問
接
正
犯
あ
る
い
は
共
同
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
表
見
的
身
分
犯
は
、
「
客
観
的
に
限
定
さ
れ
た
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論説

行
為
者
に
よ
っ
て
の
み
直
接
に
実
現
さ
れ
る
一
艇
的
梅
成
要
仲
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
表
見
的
身
分
犯
の
法
的
性
格
を
真
正
身
分
犯
の
そ
れ
と
対
比
し
つ
つ
、
以
上
の
こ
と
を
要
約
す
る
な
ら
1
真
正
身
分
犯
は
「
立
法
者
が
、

意
識
的
に
か
つ
意
欲
的
に
、
身
分
あ
る
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
規
範
違
反
行
為
の
み
を
法
律
上
の
構
成
要
件
と
し
て
類
型
化
し
、
刑
罰
を
科
し

て
い
る
点
に
、
そ
の
本
質
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
特
別
な
正
犯
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
行
為
者
に
結
び
つ
い
た
も
の
」
と
み
な

　
　
（
1
0
）

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表
見
的
身
分
犯
で
は
、
「
法
規
の
意
図
は
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
禁
じ
ら
れ
た
結
果
を
阻
止
す
る
こ
と
に
向
け

ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
特
別
の
正
犯
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
結
果
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
性
質
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

パハパパパ　　　ハ10　9　8　7　6　　　5　注
）））））　　　）

こ
の
た
め
に
「
表
見
的
身
分
犯
」
は
、
し
ば
し
ば
誤
っ
て
真
正
身
分
犯
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
、

い
る
。
誓
ビ
胤
R
）
騨
騨
O
こ
ψ
O
伊
ψ
一
留
D

oo
o
ぎ
『
α
Φ
お
騨
①
。
○
こ
QD
’
8
。

］
≦
o
N
α
q
R
“
田
①
㌍
U
器
ω
霞
鉢
o
o
耳
H
＞
。
↓
。
旨
＞
ロ
F
ω
ひ
o
o
●
ω
』
胡
。
　
ω
o
ぼ
琶
o
お
費
騨
○
こ
ω
．
①
伊

ω
o
ぎ
琶
Φ
き
鋭
勲
O
こ
qD
・
8
。
ω
」
q
一
。

ω
。
目
胤
①
お
国
。
騨
O
こ
oり
。
O
O
。

真
正
身
分
犯
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
七
五
二
頁
以
下
を
参
照
。
ω
9
目
琶
8
勲
鋭
ρ
あ
る
↑
ψ
窃
一
●

と
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
は
指
摘
し
て

一110一

三シ
ュ
ニ
！
ダ
！
は
、
こ
の
よ
う
な
表
見
的
身
分
犯
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
一
定
の
者
に
と
っ
て
構
成
要
件
を
直
接
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
、
「
絶
対
的
な
身
体
的
事
実
（
菩
ω
o
算
窪
9
琶
ω
9
窪
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→簿器99

）
か
ら
生
じ
て
い
る
ば
あ
い
」
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
「
実
体
的
事
実
（
日
諄
亀
9
窪
凝
密
9
窪
）
か
ら
生
じ
て
い
る
ば
あ
い
」

　
　
（
H
）

で
あ
る
。

　
第
一
の
グ
ル
㌧
フ
に
は
、
女
性
と
の
違
法
な
性
交
の
達
成
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
ス
イ
ス
刑
法
典
第
五
章
の
、
「
風
俗
に
対
す
る
罪
と
な
る

べ
き
行
為
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
一
連
の
構
成
要
件
、
た
と
え
ば
強
姦
（
ス
イ
ス
刑
法
一
八
七
条
V
、
凌
辱
（
同
一
八
九
条
第
一
節
）
、
心
神
耗

弱
者
と
の
姦
淫
行
為
（
同
一
九
〇
条
第
一
節
）
、
な
ら
び
に
誘
惑
（
同
一
九
六
条
）
、
婦
女
の
困
窮
状
態
又
は
従
属
関
係
の
悪
用
（
同
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

条
）
等
の
犯
罪
が
属
す
る
。

　
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
（
法
益
侵
害
を
含
め
て
）
が
身
体
的
特
質
（
①
幕
9
毒
零
箒
臣
鴨
窃
3
鋒
）
を
前
提
と
す
る
、
こ
の
よ
う
な
構

成
要
件
は
、
特
別
な
法
的
性
格
を
有
し
て
い
な
い
た
め
に
、
通
常
犯
罪
に
同
置
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
定
の
者
（
男
性
）
の
み
が
構
成
要
件
に

該
当
す
る
行
為
を
行
な
い
う
る
と
い
う
外
面
的
な
事
実
に
お
い
て
の
み
通
常
犯
罪
と
区
別
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
他
の
点
で
は
す
べ
て
通
常
犯
罪

に
同
置
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
強
姦
罪
が
、
そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
例
で
あ
る
が
、
身
分
な
き
者
（
女
性
）
は
、
こ
の
犯
罪
を
身
分
あ
る
者

（
男
性
）
の
援
助
な
し
に
は
絶
対
に
実
現
で
き
な
い
と
い
う
事
実
、
こ
の
事
実
が
ス
イ
ス
刑
法
の
立
法
者
に
「
暴
行
又
は
重
大
な
脅
迫
を
用
い

て
、
婚
姻
外
の
性
交
を
忍
容
す
る
こ
と
を
婦
女
に
強
制
し
た
者
（
名
包
…
…
」
と
い
う
文
言
を
法
文
上
用
い
さ
せ
、
行
為
者
を
敢
え
て
男
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
V

（
α
R
冨
震
5
）
と
す
る
こ
と
を
断
念
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
あ
る
女
性
が
ピ
ス
ト
ル
で
男
性
に
対
し
他
の
女
性
へ
の

強
姦
行
為
を
強
制
す
る
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
女
性
は
強
姦
罪
の
問
接
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
、
ま
た
女
性
が
男
性
と
共
謀
し
て
強
姦
に

加
功
す
る
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
、
姦
淫
に
つ
い
て
は
直
接
の
身
体
的
関
与
を
な
し
得
な
い
者
（
女
性
）
も
、
暴
行
・
脅
迫
に
つ
い
て
は
直
接
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

実
現
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
強
姦
罪
の
共
同
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
絶
対
的
な
実
体
的
事
実
」
か
ら
（
窪
ω
魯
R
ぎ
ω
o
耳
窪
日
象
Φ
ユ
巴
9
円
器
碧
訂
）
あ
る
者
に
と
っ
て
は
構
成
要
件

の
直
接
の
実
現
が
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
「
実
際
的
必
然
性
」
の
ゆ
え
に
（
鼠
o
一
α
q
①
o
屋
虞
爵
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
焉
）

蔚
3
9
Z
o
薯
窪
9
ひ
Q
ぎ
ε
一
定
の
者
の
み
が
直
接
正
犯
と
な
り
う
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
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こ
の
種
の
表
見
的
身
分
犯
に
お
い
て
も
、
行
為
者
と
な
り
う
る
者
は
、
一
定
の
客
観
的
・
人
的
特
質
（
σ
o
ω
馨
8
0
9
魯
牙
ー
℃
R
8
＆
9
①

固
ひ
q
①
房
9
聾
窪
）
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
人
的
特
質
は
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
の
よ
う
に
、
そ
れ
な
く
し
て
は

構
成
要
件
的
結
果
を
成
就
し
え
な
い
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
の
ば
あ
い
に
も
、
そ
の
人
的
特
質
に
よ
っ
て
犯
罪
結
果

は
実
現
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ
し
て
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
か
か
る
人
的
特
質
を
有
す
る
者
の
加
功
は
、
無
条
件
に
不
可
欠
な
も
の
で
は

あ
る
が
、
た
だ
、
そ
の
人
的
特
質
が
背
後
者
に
存
す
る
か
、
あ
る
い
は
利
用
さ
れ
る
行
為
仲
介
者
に
有
る
か
は
全
く
間
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
、
一
定
の
者
に
よ
る
実
行
の
着
手
が
重
要
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
行
為
実
行
そ
れ
自
体
が
、
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

倫
理
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
に
、
か
か
る
行
為
は
処
罰
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
た
と
え
ば
ス
イ
ス
刑
法
典
第
二
編
各
則
の
第
二
章
「
財
産
に
対
す
る
罪
と
な
る
べ
き
行
為
」
の
一
、
「
所
有
権
に
対

す
る
罪
と
な
る
べ
き
行
為
」
の
も
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
入
手
物
横
領
・
拾
得
物
横
領
（
ス
イ
ス
刑
法
一
四
一
条
）
、
な
ら
び
に
四
、
「
破
産

及
び
経
営
上
の
重
罪
又
は
軽
罪
」
の
も
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
軽
率
破
産
（
同
一
六
五
条
）
、
一
部
債
権
者
に
対
す
る
優
遇
（
同
一
六
七
条
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

議
決
買
収
（
同
一
六
八
条
）
罪
等
が
属
す
る
。

　
以
下
で
は
、
こ
の
う
ち
一
六
五
条
の
「
軽
率
破
産
」
と
一
六
七
条
の
「
一
部
債
権
者
に
対
す
る
優
遇
」
罪
に
つ
い
て
、
概
観
す
る
こ
と
に
す

る
。

ω
軽
率
破
産

　
ス
イ
ス
刑
法
一
六
五
条
は
、
「
債
務
者
が
、
甚
だ
し
い
軽
率
、
不
相
応
な
浪
費
、
冒
険
的
な
投
機
若
し
く
は
そ
の
職
務
の
遂
行
上
に
お
け
る

重
大
な
怠
慢
に
よ
っ
て
支
払
不
能
を
招
来
し
た
と
き
又
は
支
払
不
能
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
自
己
の
財
産
状
態
を
悪
化
さ
せ
た
と
き
は
、

そ
の
債
務
者
に
関
し
て
破
産
が
開
始
さ
れ
又
は
そ
の
債
務
者
に
対
し
て
財
産
喪
失
証
書
が
付
与
さ
れ
た
場
合
に
、
軽
懲
役
を
も
っ
て
罰
す
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
条
の
直
接
正
犯
と
な
り
う
る
者
は
、
「
そ
の
者
に
対
し
て
財
産
喪
失
証
書
が
付
与
さ
れ
、
あ
る
い
は
、

そ
の
者
に
関
し
て
破
産
が
開
始
さ
れ
る
債
務
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
法
文
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
軽
率
な
財
産
管
理
、
不
相
応
に
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膨
大
な
浪
費
、
冒
険
的
な
投
機
な
ら
び
に
職
務
遂
行
上
の
著
し
い
怠
慢
は
、
特
に
限
ら
れ
た
者
の
み
が
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
行
為
状
態
が
処
罰
さ
れ
る
に
は
、
そ
の
不
可
欠
の
要
件
（
可
罰
条
件
）
と
し
て
、
か
か
る
行
為
状
態
に
よ
っ
て
「
破
産
が
開
始
さ

れ
」
あ
る
い
は
「
財
産
喪
失
証
書
が
付
与
さ
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
点
で
、
は
じ
め
て
債
権
者
の
権
利
で
あ

る
金
銭
債
権
が
侵
害
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
正
犯
者
は
、
特
別
の
資
格
あ
る
地
位
に
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
点
か
ら

本
条
を
真
正
身
分
犯
で
あ
る
と
看
倣
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
行
為
状
態
に
な
い
（
局
外
）
者
が
直
接
正
犯
の

形
式
で
他
人
の
破
産
を
惹
起
す
る
こ
と
は
概
念
上
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
こ
の
ば
あ
い
に
も
、
他
人
の
軽
率
な
破
産
を
間
接
正
犯
に
お
い
て
惹

起
す
る
可
能
性
、
も
し
く
は
教
唆
・
封
巾
助
犯
と
し
て
他
人
の
軽
率
な
破
産
に
関
与
す
る
可
能
性
は
、
こ
の
者
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
法
規

も
、
軽
率
な
破
産
の
正
犯
と
な
り
う
る
者
の
範
囲
を
第
三
者
に
拡
げ
る
こ
と
を
放
棄
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

法
規
が
直
接
正
犯
と
し
て
は
債
務
者
と
軽
率
な
破
産
者
自
身
の
み
を
規
定
し
て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
が
身
分
な
き
者
の
間
接
正
犯
を
排
除
し
、

こ
の
者
を
不
可
罰
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
本
条
の
こ
の
よ
う
な
正
犯
の
限
界
づ
け
は
、
弁
証

法
的
必
然
性
（
＆
幕
薮
零
富
2
0
暑
Φ
邑
Φ
q
閃
簿
）
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ス
イ
ス
刑
法
一
六
五
条
の
決
定
的
な
行
為
違
法
は
、
構
成
要
件
的

結
果
の
実
現
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
身
分
者
に
よ
る
構
成
要
件
的
結
果
の
実
現
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
破
産
も
し
く
は
財

産
の
喪
失
が
自
己
の
財
産
に
関
係
し
な
い
故
意
あ
る
背
後
者
も
、
一
六
五
条
を
違
法
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
は
、

間
接
正
犯
の
設
例
と
し
て
、
「
彼
A
は
、
性
的
に
も
心
理
的
に
も
完
全
に
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
る
女
性
B
に
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
捨
て
る
と

脅
迫
し
て
、
B
を
し
て
破
産
と
な
る
よ
う
な
冒
険
的
投
機
を
行
な
う
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
場
合
」
を
あ
げ
、
こ
の
ば
あ
い
の
A
は
、
ス
イ
ス
刑

法
｝
五
八
条
（
投
機
誘
惑
）
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
一
六
五
条
の
軽
率
破
産
の
間
接
正
犯
と
し
て
、
故
意
あ
る
背
後
者
の
責
を
負
わ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
（
18
）

な
い
と
し
て
い
る
。

⑭
一
部
債
権
者
に
対
す
る
優
遇

　
先
の
一
六
五
条
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
考
察
が
、
同
様
に
コ
部
債
権
者
に
対
す
る
優
遇
」
を
規
定
す
る
ス
イ
ス
刑
法
一
六
七
条
の
構
成
要
件
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に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
そ
の
法
文
は
、
「
債
務
者
が
、
自
己
の
支
払
不
能
を
意
識
し
な
が
ら
、
他
の
債
権
者
の
不
利
益
に
お
い
て
個
々
の
債

権
者
を
特
に
優
遇
す
る
意
図
で
、
そ
れ
を
目
的
と
す
る
行
為
を
な
し
、
特
に
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
を
支
払
い
、
弁
済
期
の
到
来
し

た
債
務
を
通
常
の
支
払
方
法
と
は
別
様
に
弁
済
し
又
は
そ
の
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
の
に
自
己
の
財
産
を
も
っ
て
債
務
を
担
保
し
た
と
き
は
、

そ
の
債
務
者
に
関
し
て
破
産
が
開
始
さ
れ
た
場
合
又
は
そ
の
債
務
者
に
対
し
て
財
産
喪
失
証
書
の
付
与
さ
れ
た
場
合
に
、
軽
懲
役
を
も
っ
て
罰

す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ば
あ
い
も
、
自
己
の
支
払
不
能
の
状
態
を
意
識
し
て
い
る
債
務
者
の
み
が
、
他
の
債
権
者
の
不
利
益
に
お
い
て
一
部
の
債
権
者
を
優
遇

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
者
の
み
が
直
接
正
犯
も
し
く
は
自
手
的
正
犯
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
優
遇
さ
れ
る

債
権
者
が
、
本
条
の
実
現
に
際
し
て
教
唆
者
も
し
く
は
常
助
者
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
は
実
務
上
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
局
外
者
（
α
R
＞
島
霞
曾
魯
窪
8
）
で
あ
る
債
権
者
も
間
接
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
う
る
。
本
条
の
ば
あ
い
も
ま
た
、
特
別
の
資
格
あ
る

者
に
よ
る
構
成
要
件
の
実
現
で
は
な
く
、
結
果
の
実
現
そ
れ
自
体
が
違
法
性
の
評
価
の
基
礎
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
一
六
七
条
の
間
接

正
犯
と
し
て
は
、
「
支
払
い
能
力
の
あ
る
債
務
者
を
、
錯
誤
の
状
態
に
陥
ら
せ
も
し
く
は
著
し
い
強
制
状
態
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
行
為
仲
介

者
と
し
て
利
用
し
、
ま
だ
満
期
に
な
っ
て
い
な
い
債
務
を
弁
済
さ
せ
、
あ
る
い
は
満
期
の
債
務
を
通
常
の
支
払
い
方
法
と
は
異
な
る
方
法
で
弁

済
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
等
し
い
権
利
を
も
つ
他
の
債
権
者
の
利
益
に
損
害
を
与
え
る
債
権
者
」
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
者
は
、
一
部
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

権
者
に
対
す
る
優
遇
罪
の
間
接
正
犯
と
し
て
の
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

114
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ω
0
9
琶
R
”
騨
騨
O
こ
ω
●
一
〇
9

こ
れ
ら
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
強
姦
罪
に
関
す
る
考
察
が
、
必
要
な
変
更
を
加
え
て
妥
当
す
る
。

ω
。
ぼ
琶
2
鋭
鋭
O
‘
ω
」
8
馨
」
ρ
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
は
、
古
い
文
献
や
法
典
で
は
、
男
性
の
み
を
強
姦
罪
の
行
為
主
体
と
し
て
認
め
て
い
る
見
解

が
存
在
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。



17　16　15　14
）　　）　　）　　）

1918

強
姦
罪
が
表
見
的
身
分
犯
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
は
、
前
掲
・
拙
稿
七
五
六
頁
以
下
を
参
照
。

ω
9
5
琶
①
斜
帥
●
鋭
O
こ
ω
」
〇
一
。

ω
o
ぎ
浅
o
さ
勲
騨
O
こ
ω
」
O
一
D

シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
は
、
「
破
産
及
び
経
営
上
の
重
罪
又
は
軽
罪
」
（
一
六
三
条
ー
一
七
一
条
）
の
部
分
は
、
ス
イ
ス
刑
法
典
の
中
で
も
、
き
わ
め
て
不
明
瞭

で
、
全
体
の
展
望
が
し
に
く
く
、
ま
た
多
く
の
点
で
一
貫
性
が
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
九
力
条
の
う
ち
、
「
法
令
に
よ
っ
て
負
担
す
る
適
正

な
簿
記
及
び
営
業
帳
簿
の
保
管
に
関
す
る
義
務
又
は
貸
借
対
照
表
の
作
成
に
関
す
る
義
務
」
に
違
反
し
た
債
務
者
の
み
が
行
為
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る

一
六
六
条
の
簿
記
僻
怠
罪
は
、
真
正
身
分
犯
で
あ
り
（
同
旨
、
ω
魯
毒
目
号
斜
評
ω
o
っ
魯
≦
魯
a
の
魯
①
oo
再
鐵
o
q
①
器
言
9
3
ψ
零
9
）
、
一
六
三
条
の
詐
欺

破
産
罪
な
ら
び
に
一
六
四
条
の
差
押
詐
欺
罪
は
、
そ
の
第
一
節
で
具
体
的
な
債
務
者
に
よ
っ
て
の
み
犯
し
う
る
加
重
的
構
成
要
件
を
、
第
二
節
で
通
常

の
犯
罪
構
成
要
件
を
規
定
し
て
い
る
法
文
の
構
造
か
ら
も
、
不
真
正
身
分
犯
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
し
て
「
差
押
若
し
く
は
仮
差
押
を
受

け
た
物
又
は
官
の
標
示
の
あ
る
物
の
処
分
」
を
規
定
す
る
一
六
九
条
な
ら
び
に
「
裁
判
上
の
一
部
債
務
免
除
契
約
の
詐
取
」
を
規
定
す
る
一
．
七
〇
条
は

通
常
犯
罪
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
斎
H
誓
ぼ
琶
9
鋭
騨
9
導
ψ
一
8
R

ω
o
ぎ
琶
o
お
，
勲
鉾
O
こ
の
」
8
’
一
〇
ド

ω
鳥
5
琶
9
騨
勲
ρ
℃
ψ
一
9
強
　
な
お
、
わ
が
刑
法
上
に
は
、
ス
イ
ス
刑
法
一
六
五
条
、
一
六
七
条
に
該
当
す
る
規
定
は
な
い
が
、
破
産
法
に
は
、

こ
れ
ら
に
近
い
、
類
似
の
規
定
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
破
産
法
三
七
五
条
の
「
過
怠
破
産
罪
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
、
表
見
的
身
分
犯
と
し
て
疑
い
の
あ
る
、
わ
が
刑
法
一
二
二
条
の
「
自
己
堕
胎
罪
」
と
二
五
四
条
の
「
占
有
離
脱
物
横
領
罪
」
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ω
自
己
堕
胎
罪

　
二
一
四
条
の
業
務
上
堕
胎
罪
が
、
身
分
犯
で
あ
る
こ
と
は
法
規
の
形
式
上
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
こ
れ
を
真
正
身
分
犯

と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
不
真
正
身
分
犯
と
解
す
る
か
は
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
泉
二
博
士
の
よ
う
に
、
二
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

条
の
同
意
堕
胎
罪
を
堕
胎
罪
中
の
基
本
犯
と
考
え
る
な
ら
、
二
一
四
条
は
当
然
、
不
真
正
身
分
犯
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
宮
本
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博
士
の
よ
う
に
、
二
一
五
条
の
不
同
意
堕
胎
罪
を
も
っ
て
、
そ
の
基
本
犯
と
理
解
す
る
な
ら
　
　
す
な
わ
ち
、
博
士
は
「
堕
胎
罪
モ
理
論
上
殺

人
障
害
罪
ト
同
シ
ク
他
人
力
婦
女
二
対
シ
テ
行
フ
コ
ト
ヲ
一
般
ノ
場
合
ト
（
ス
ル
）
」
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
婦
女
自
ラ
行
フ
場
合
ハ
自
殺
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

傷
ト
同
シ
ク
之
ヲ
刑
罰
減
軽
事
情
ノ
存
ス
ル
特
殊
ノ
場
合
ト
見
ル
ヘ
キ
」
も
の
と
さ
れ
る
i
二
一
四
条
は
、
真
正
身
分
犯
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
他
面
、
一
二
二
条
の
自
己
堕
胎
罪
に
関
し
て
、
「
懐
胎
の
婦
女
」
は
、
胎
児
を
正
当
に
生
む
べ
き
義
務
が
あ
る
と
解
し
、
懐
胎
の
婦
女
に
義

務
あ
る
地
位
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
、
一
二
二
条
は
真
正
身
分
犯
、
そ
し
て
二
一
四
条
の
業
務
上
堕
胎
罪
は
、
二
二
二
条
と
対
応
す
る
関
係
上
、

不
真
正
身
分
犯
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。

　
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
ま
ず
堕
胎
罪
に
関
す
る
各
法
条
相
互
の
関
係
に
お
い
て
基
本
犯
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
堕
胎
罪
が
何
を
そ
の
保
護
法
益
と
し
て
い
る
か
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
堕
胎
罪
の
保
護
法
益
が
何
で
あ
る
か
は
学
説
上
争
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

あ
る
が
、
胎
児
の
生
命
・
身
体
な
ら
び
に
母
体
の
生
命
・
身
体
と
考
え
る
の
が
一
般
的
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。
自
殺
・
自
傷
行
為
の
性
質
を
帯

び
る
自
己
堕
胎
行
為
が
二
一
二
条
で
処
罰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
二
四
条
後
段
・
二
一
六
条
後
段
で
業
務
上
堕
胎
お
よ
び
不
同

意
堕
胎
の
結
果
的
加
重
犯
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
、
右
の
よ
う
に
法
益
を
理
解
す
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
ど
の
構
成
要
件
を
堕
胎
罪
の
基
本
犯
と
み
る
か
は
、
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
刑
法
典
の
第
二
九
章
の
一
連
の
構
成
要
件
の
形
態

か
ら
判
断
す
る
と
、
基
本
犯
は
二
一
三
条
の
同
意
堕
胎
罪
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
自
己
堕
胎
で
あ
る
以
上
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
婦
女

に
同
意
と
類
似
の
意
思
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
、
一
二
二
条
、
二
二
二
条
、
一
二
四
条
は
、
と
も
に
婦
女
に
同
意
の
あ
っ
た
場
合
を
規
定
し
て

い
る
と
解
せ
ら
れ
、
不
同
意
堕
胎
の
場
合
が
特
殊
類
型
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〉
仮
に
二
一
五
条
を
基
本
犯
と
し
、
二
二
一
条
を
不
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

正
身
分
犯
と
す
る
な
ら
、
「
部
分
的
身
分
犯
」
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
一
四
条
は
二
一
三
条
に
対
応
す
る
不
真
正
身
分
犯
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
二
一
二

条
の
法
的
性
格
が
間
題
と
な
る
が
、
二
一
二
条
の
自
己
堕
胎
罪
を
不
真
正
身
分
犯
と
認
め
る
見
解
は
、
か
な
り
有
力
で
あ
る
。
団
藤
博
士
は
、
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二
一
二
条
を
身
分
犯
で
あ
る
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
が
、
「
そ
の
身
分
が
な
け
れ
ば
他
の
　
　
法
定
刑
が
そ
れ
よ
り
も
重
い
か
ま
た
は
軽
W
と

こ
ろ
の
i
罪
を
構
成
す
る
も
の
」
が
不
真
正
身
分
犯
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
と
、
お
そ
ら
く
は
自
己
堕
胎
罪
を
不
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

正
（
減
軽
的
）
身
分
犯
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
木
村
博
士
は
、
単
な
る
男
女
の
性
別
を
身
分
と
解
す
る
こ
と
に
疑
問
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

た
れ
て
い
ら
れ
る
が
、
不
真
正
身
分
犯
の
中
に
自
己
堕
胎
罪
を
含
ま
せ
て
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
業
務
上
堕
胎
罪
を
不
真
正
身
分
犯
と
考
え
る

立
場
か
ら
は
、
右
の
見
解
は
是
認
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
二
二
一
条
を
身
分
犯
と
考
え
る
に
し
て
も
、
真
正
身
分
犯
と
理
解
す
る
こ
と
の
方
が

容
易
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
荘
子
教
授
は
、
二
一
二
条
の
自
己
堕
胎
罪
に
つ
い
て
「
狭
義
の
身
分
犯
に
お
け
る
身
分
と
は
異
質
の
身
分
に

も
と
づ
く
犯
罪
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
男
子
に
は
自
己
堕
胎
行
為
を
行
な
い
う
る
機
会
が
最
初
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
「
真
正
と
不
真
正
と
の
区
別
は
、
義
務
違
反
の
態
様
の
差
異
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
」
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

自
己
堕
胎
罪
を
「
不
真
正
身
分
犯
の
う
ち
に
包
含
さ
せ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
か
か
る
指
摘
か
ら
も
推
測
し
え
る
よ
う
に
、

一
二
二
条
は
表
見
的
身
分
犯
と
し
て
の
疑
い
が
生
じ
る
。
懐
胎
の
婦
女
の
み
が
行
為
主
体
と
な
り
え
る
こ
と
、
そ
し
て
男
性
も
ま
た
間
接
正
犯

の
方
法
で
、
（
た
と
え
ば
、
責
任
能
力
の
な
い
状
態
に
あ
る
懐
胎
の
婦
女
を
利
用
し
て
）
自
己
堕
胎
の
保
護
法
益
を
侵
害
で
き
る
点
で
、
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

二
条
を
表
見
的
身
分
犯
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
一
二
条
は
、
懐
胎
の
婦
女
が
、
自
ら
堕
胎
行
為
を

行
な
う
が
ゆ
え
に
期
待
可
能
性
が
減
少
し
、
そ
の
た
め
に
特
別
の
刑
の
減
軽
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
通
常
分
梅
応
要
件
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑭
占
有
離
脱
物
横
領
罪

　
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
の
見
解
に
従
う
と
、
拾
得
物
横
領
罪
に
あ
っ
て
は
、
行
為
主
体
が
「
拾
得
者
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
「
実
際

的
な
必
然
性
」
の
ゆ
え
に
、
そ
の
者
の
み
が
直
接
正
犯
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
法
的
主
体
の
制
限
は
、
真
正
身
分
犯
の
よ
う

に
立
法
者
に
よ
る
明
示
的
な
規
定
か
ら
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
弁
証
法
的
必
然
性
（
島
幕
甕
ω
9
Φ
2
0
薯
Φ
昌
凝
蚕
け
）
か
ら
招
来
さ
れ
る
も
の

　
　
　
　
（
2
8
）

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
拾
得
物
横
領
罪
が
表
見
的
身
分
犯
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
さ
ら
に
非
身
分
者
に
よ
る
間
接
正
犯
の
可
能
性
が
吟

味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
設
例
を
あ
げ
て
ー
「
伯
父
と
甥
が
、
甥
の
誕
生
日
に
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森
の
中
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
突
然
甥
が
地
面
に
落
ち
て
い
た
二
〇
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
紙
幣
を
み
つ
け
て
拾
い
あ
げ
伯
父
に
み
せ
た
。
す
る
と
伯

父
は
、
嘘
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
『
こ
れ
は
た
っ
た
今
僕
が
落
と
し
た
も
の
だ
け
れ
ど
、
今
日
は
お
前
の
誕
生
日
だ
か
ら
、
お
前
が
取
っ

て
お
お
き
。
』
と
い
う
。
こ
う
し
て
錯
誤
に
陥
っ
た
甥
が
、
よ
ろ
こ
ん
で
そ
の
紙
幣
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
こ
ん
だ
場
合
」
、
こ
の
伯
父
は
拾
得

物
横
領
罪
の
間
接
正
犯
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
伯
父
は
、
非
構
成
要
件
的
に
行
為
し
た
甥
を
し
て
他
人
の
動
産
を
領
得
さ
せ
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

か
ら
　
　
と
説
明
し
て
い
る
。
実
行
行
為
の
形
態
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
稀
な
事
例
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
弁
別
能
力
の
な
い
拾

得
者
で
あ
る
子
供
を
錯
誤
の
状
態
に
陥
れ
、
拾
得
物
横
領
罪
を
間
接
正
犯
の
方
法
で
犯
し
う
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
は
、
大
正
年
間
に
占
有
離
脱
物
横
領
罪
（
二
五
四
条
）
を
身
分
犯
で
あ
る
と
認
め
た
判
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
他
人

ノ
占
有
ヲ
離
レ
タ
ル
物
二
関
シ
テ
モ
横
領
罪
ヲ
構
成
ス
ル
ニ
ハ
尚
ホ
犯
人
力
其
物
ノ
占
有
者
タ
ル
身
分
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
ヤ
勿
論
ニ
シ

テ
、
本
件
共
謀
者
タ
ル
被
告
両
名
中
多
吉
ノ
ミ
之
ヲ
有
シ
馬
太
郎
ハ
之
ヲ
有
セ
ン
コ
ト
原
判
旨
二
依
リ
テ
明
白
ナ
レ
ハ
馬
太
郎
二
付
テ
ハ
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

六
五
条
一
項
ノ
適
用
二
依
リ
始
メ
テ
共
犯
タ
ル
責
任
ヲ
負
ハ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
」
と
判
示
し
た
。

　
右
の
判
例
は
、
二
五
四
条
が
真
正
身
分
犯
で
あ
る
と
い
う
見
地
の
下
に
、
非
身
分
者
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
大
審
院
・
最
高
裁
判
所
の
判
例
を
通
じ
て
右
の
見
解
を
確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
判
例
を
見
い
出
す
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

で
き
な
い
。
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
も
占
有
離
脱
物
横
領
罪
が
身
分
犯
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
少
数
説
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
五

四
条
が
、
は
た
し
て
身
分
犯
で
あ
る
か
否
か
は
、
新
た
に
吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
占
有
離
脱
物
横
領
罪
と
先
の
拾
得
物
横
領
罪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
は
多
少
そ
の
行
為
形
態

が
異
な
り
は
す
る
も
の
の
ー
す
な
わ
ち
、
前
者
は
横
領
行
為
以
前
に
占
有
意
思
に
も
と
づ
か
な
い
占
有
の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
場
合
で
あ

り
、
後
者
は
占
有
を
離
れ
た
他
人
の
物
を
拾
得
す
る
場
合
で
あ
る
が
ー
と
も
に
、
占
有
者
の
意
思
に
も
と
づ
か
ず
に
、
そ
の
占
有
を
離
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

し
か
も
未
だ
何
人
の
占
有
に
も
属
さ
な
い
物
を
領
得
す
る
、
と
い
う
点
で
共
通
性
を
有
す
る
行
為
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
二
五
四
条
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
抽
象
的
な
委
託
関
係
の
違
背
と
い
う
点
に
、
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「表見的身分犯」小稿

そ
れ
を
求
め
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
「
占
有
離
脱
物
横
領
も
横
領
罪
の
一
態
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
横
領
の
客
体
た
る
他
人
の
物
の
、
占
有
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
33
）

に
対
す
る
抽
象
的
な
信
頼
関
係
を
前
提
と
し
、
か
よ
う
な
物
の
占
有
に
対
す
る
信
頼
関
係
の
破
殿
行
為
を
内
容
と
す
る
も
の
」
と
考
え
る
な
ら
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
行
為
主
体
に
そ
の
他
の
横
領
罪
に
類
似
す
る
義
務
あ
る
地
位
（
占
有
を
離
れ
た
他
人
の
物
は
速
や
か
に
返
還
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

は
届
出
を
為
す
義
務
）
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
通
説
的
見
解
は
、
「
占
有
離
脱
物
横
領
罪
は
、
占
有
の
侵
害
を
と
も
な

わ
な
い
罪
で
あ
る
点
に
お
い
て
他
の
横
領
罪
と
共
通
性
を
有
す
る
が
、
他
人
に
対
す
る
委
託
任
務
を
前
提
と
し
な
い
、
し
た
が
っ
て
他
人
の
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

頼
を
と
も
な
わ
な
い
点
で
、
他
の
横
領
罪
と
は
性
質
を
異
に
す
る
」
、
む
し
ろ
占
有
離
脱
物
領
得
罪
と
も
称
す
べ
き
も
の
、
と
解
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
つ
場
合
に
は
、
二
五
四
条
の
占
有
離
脱
物
横
領
罪
は
、
法
的
主
体
が
、
自
然
的
自
明
性
の
ゆ
え
に
一
定

の
者
（
他
人
の
占
有
を
離
れ
た
物
を
占
有
す
る
者
、
あ
る
い
は
拾
得
者
〉
に
限
ら
れ
る
に
他
な
ら
な
い
通
常
の
構
成
要
件
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

パ　　ハ　　ハ
22　21　20　2主

）　　）　　）

（
2
3
）

ハ　パ2524
）　　）

泉
二
新
熊
「
日
本
刑
法
総
論
」
六
四
八
頁
。

宮
本
英
脩
「
刑
法
学
粋
」
五
五
八
頁
。
し
か
し
、
宮
本
博
士
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
何
も
言
わ
れ
て
い
な
い
。

両
者
の
比
重
は
学
説
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
。
団
藤
博
士
は
、
「
主
と
し
て
胎
児
の
生
命
・
身
体
で
あ
る
が
、
副
次
的
に
は
母
体
の
生
命
・
身
体
も
考

慮
さ
れ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
団
藤
重
光
「
刑
法
綱
要
各
論
」
三
五
三
頁
。
同
趣
旨
、
植
松
正
「
再
訂
刑
法
概
論
丑
各
論
」
二
七
九
頁
。

小
野
博
士
は
両
者
を
同
じ
比
重
で
み
と
め
ら
れ
る
。
小
野
清
一
郎
「
新
訂
刑
法
講
義
各
論
」
一
八
三
頁
。
他
方
、
木
村
亀
二
「
刑
法
各
論
」
三
三
頁
で

は
、
「
胎
児
の
生
命
・
身
体
の
安
全
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
趣
旨
、
香
川
達
夫
「
刑
法
講
義
〔
各
論
〕
」
第
二
版
三
四
〇
頁
以
下
。

真
正
身
分
犯
か
ら
不
真
正
身
分
犯
へ
の
過
渡
的
な
段
階
で
み
い
だ
さ
れ
る
も
の
に
、
「
部
分
的
身
分
犯
」
が
あ
る
。
た
だ
一
部
分
で
の
み
、
一
般
的
な

規
範
（
通
常
犯
罪
）
に
合
致
す
る
不
真
正
身
分
犯
を
、
ス
イ
ス
の
｝
部
の
学
者
は
、
「
部
分
的
な
不
真
正
身
分
犯
」
愈
Φ
貯
亀
壽
認
§
9
算
9

ω
o
且
R
8
爵
邑
あ
る
い
は
「
部
分
的
な
混
合
的
身
分
犯
」
（
蝕
巴
巴
婁
Φ
ぎ
鴨
旨
の
9
甘
魯
ω
o
巳
Φ
暑
R
導
Φ
9
魯
）
と
呼
ん
で
い
る
。
ω
。
ξ
琶
8
騨
鉾

O
こ
幹
一
①
R

団
藤
重
光
「
刑
法
綱
要
総
論
」
改
訂
版
三
九
二
頁
。

木
村
亀
二
「
刑
法
総
論
」
へ
五
七
頁
注
（
三
）
、
「
刑
法
各
論
」
三
八
頁
。
木
村
博
士
は
、
「
妊
婦
自
身
の
行
う
堕
胎
罪
（
型
二
二
条
）
は
身
分
に
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説論

　
　
因
っ
て
刑
が
減
軽
せ
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

（
2
6
）
荘
子
教
授
は
、
真
正
身
分
犯
と
不
真
正
身
分
犯
と
を
あ
わ
せ
て
狭
義
の
身
分
犯
と
さ
れ
、
そ
の
本
質
は
「
行
為
者
じ
し
ん
に
賦
与
さ
れ
た
義
務
を
履
行

　
　
し
な
い
点
に
も
と
め
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
自
己
堕
胎
罪
が
処
罰
さ
れ
る
の
は
、
狭
義
の
身
分
犯
に
お
け
る
よ
う
に
、
義
務
背
反
に
も
と
づ
く

　
　
も
の
で
は
な
く
、
「
一
定
の
身
分
を
も
た
な
い
た
め
に
、
犯
罪
を
お
こ
な
う
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
犯
罪
」
す
な
わ
ち
広
義
の
身
分
犯
で
あ
る
と

　
　
さ
れ
る
。
荘
子
邦
雄
「
刑
法
総
論
」
現
代
法
律
学
全
集
2
5
　
一
九
六
九
年
版
、
一
四
〇
頁
。
な
お
、
教
授
は
、
そ
の
後
、
身
分
犯
概
念
に
つ
い
て
見
解

　
　
を
改
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
版
、
九
六
頁
以
下
参
照
。

（
2
7
）
香
川
教
授
は
、
二
一
二
条
の
自
己
堕
胎
罪
を
非
身
分
化
と
解
さ
れ
る
。
．
主
体
は
、
懐
胎
の
婦
女
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
身
分
犯
な
の
で
は
な
い
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
間
接
正
犯
の
形
で
の
関
与
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
い
わ
れ
、
ま
た
、
「
…
二
一
二
条
の
ば
あ
い
、
主
体
は
懐
胎
の
婦
女
で
あ

　
　
る
に
し
て
も
、
行
為
は
懐
胎
の
婦
女
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
（
だ
か
ら
こ
そ
「
堕
胎
セ
シ
メ
タ
」
を
「
堕
胎
シ
タ
」
と
同
義
に
解
し
え
ら
れ
る

　
　
わ
け
で
あ
る
）
。
い
わ
ば
、
主
体
が
行
為
を
制
約
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
真
正
身
分
犯
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。
」
と
い
わ

　
　
れ
る
。
香
川
・
前
掲
三
四
二
頁
、
三
四
三
頁
注
（
1
）
。
共
犯
と
の
関
連
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
香
川
・
「
堕
胎
罪
と
身
分
」
刑
法
解
釈
学

　
　
の
諸
問
題
二
七
四
頁
以
下
。

（
2
8
）
ω
o
ぎ
覧
R
噂
騨
鉾
O
こ
ω
レ
8
R
ω
レ
O
ド

（
2
9
）
の
o
ぎ
琶
Φ
斜
鉾
勲
0
4
ψ
一
8
喜
。
伊

（
3
0
）
大
判
大
正
五
年
一
一
月
一
〇
日
刑
録
二
二
輯
一
七
三
六
頁
。

（
31
）
木
村
博
士
は
、
大
正
五
年
コ
月
一
〇
日
の
判
例
を
引
か
れ
て
、
「
本
罪
は
物
の
占
有
者
た
る
身
分
に
因
り
構
成
せ
ら
れ
る
犯
罪
で
あ
っ
て
、
身
分
な

　
　
き
者
の
加
功
に
つ
い
て
は
、
刑
法
第
六
五
条
第
一
項
の
適
用
が
あ
る
レ
と
さ
れ
る
。
木
村
・
前
掲
各
論
一
六
五
頁
。
こ
の
点
に
触
れ
た
体
系
書
は
僅
か

　
　
で
あ
る
。
植
松
正
「
刑
法
教
室
」
四
三
二
頁
（
改
訂
六
版
）
は
、
「
…
…
こ
れ
に
反
し
て
占
有
離
脱
物
横
領
罪
を
犯
す
に
は
、
な
ん
ら
の
身
分
も
必
要

　
　
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。

（
3
2
）
鴨
博
士
は
拾
得
物
横
領
に
つ
い
て
「
…
…
横
領
の
罪
と
区
別
し
、
窃
盗
罪
の
一
種
と
し
て
考
察
す
る
見
解
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
遺
失
物
は
い
う
ま
で

　
　
も
な
く
、
他
人
の
所
持
を
離
れ
た
む
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
不
法
に
処
分
し
て
も
所
持
の
侵
害
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
や
は
り
拾

　
　
得
横
領
の
罪
の
一
種
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
鴨
良
弼
「
横
領
罪
」
刑
法
演
習
各
論
一
二
八
頁
。

（
3
3
）
鴨
・
前
掲
一
二
八
頁
。

（
34
〉
泉
二
・
前
掲
九
〇
一
頁
。

（
3
5
）
小
野
・
前
掲
二
六
六
頁
以
下
。
団
藤
・
前
掲
三
七
一
頁
以
下
。
板
倉
宏
「
注
釈
刑
法
⑥
」
五
二
九
頁
。
木
村
．
前
掲
一
六
五
頁
は
「
占
有
離
脱
物
横
領

　
　
罪
の
成
立
す
る
場
合
は
、
占
有
離
脱
物
が
委
託
関
係
に
基
づ
か
ず
し
て
横
領
行
為
者
の
占
有
下
に
存
す
る
場
合
」
と
さ
れ
る
。
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